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事務所名

設計種別

工事箇所

路 線 名

図面名称

工事番号

　　　　

8

令和6年度 道メンテ 第1-2-1号
市道口屋内宇和島線（口屋内大橋）橋梁修繕工事（繰越）

実施設計図

口屋内大橋　補修一般図

橋長226075

1.11%

橋長226075

橋長226075

A2P3FP2

4.600m

昭和49年(1974年）

226.000m

橋　種 1径間：鋼単純非合成I桁，2径間～4径間：トラス橋　

竣工年月

橋　長

有効幅員

規格・設計荷重

適用示方書

橋梁諸元

下部工及び基礎工形式
A1，A2橋台：逆T式橋台（基礎不明）

道路橋示方書

昭和47年

2等橋

P1～P3橋脚：T型橋脚柱小判型（基礎不明）

一級河川　四万十川
及び国道441号線

交差条件

路線名

道路規格

市道口屋内宇和島線

第3種第5級相当

種　　　　　別工　種

補修工法一覧表(第4径間)

ひび割れ補修工（低圧注入工法、Uカット充填工法）

断面修復工(左官工法)

水切り設置工

塗装塗替工（RC-　）塗装塗替工

ボルト設置工橋梁補修工

塗替塗装工

ボルト設置工

塗替塗装工

断面修復工

ひび割れ補修工

塗替塗装工

流
向

流
向

側面図 S=1:200

平面図 S=1:200

橋面

桁下面

A2P3P2

A2P3P2

口屋内大橋 補修一般図

1

図示

cL

上部工断面図 S=1:50

第4径間

Bt1 Bt2

支点部 中間部

St1 St2

塗替塗装工

水切り設置工

水切り設置工

A1 P2P1 A2P3

1.11%1.11%

至 国道441号

位置図 S=1:1000

排水管
塗替塗装工

150 第3径間　桁長　66680 130 第4径間　桁長　66655 100

150 第3径間　桁長　66680 130 第4径間　桁長　66655 100

150 第3径間　桁長　66680 130 第4径間　桁長　66655 100

14
00

3
2
00

1
4
00

6
0
00

施工範囲　57495

施工範囲　57495

施工範囲　57495

施工済み　9160

施工済み　9160

施工済み　9160

3200

450 4600 450

5500

1400 1400

6000

3
5
0

6
94
0

30
9

7
5
99

75
0

40
0

35

7
2
0

15
0

110

第1径間桁長25490

150

第2径間　桁長66600 150 第3径間　桁長66680 130 第4径間　桁長66655 100

橋長226075
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市道口屋内宇和島線
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四万十市 西土佐口屋内 地内
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設計種別

工事箇所

路 線 名

図面名称

工事番号
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令和6年度 道メンテ 第1-2-1号
市道口屋内宇和島線（口屋内大橋）橋梁修繕工事（繰越）

実施設計図

口屋内大橋　補修図（その1）
（第4径間　塗替塗装工）

橋長226075

1.11%

橋長226075

A2P3FP2

流
向

側面図 S=1:200

平面図 S=1:200

桁下面

A2P3P2
塗替塗装工

塗替塗装工

口屋内大橋 補修図(その1)

2

図示

cL

上部工断面図 S=1:50

第4径間

Co舗装

H-750x220x9x9

添架物:φ90x4

排水管:φ115

添架物:φ35

添架物:φ90

支点部 中間部

塗替塗装工

塗替塗装工

Bt1 Bt2St1 St2

塗替塗装仕様（主構・縦桁・横桁・横構・支承・排水管）

使用量
塗装工程 塗装間隔

(g/m2)
塗料名

Rc-　塗装系

参考文献：鋼道路橋防食便覧（平成26年3月）

200

3種ケレンA

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

上塗り
1日～10日

1日～10日

下塗り3

1日～10日

1日～10日

4時間以内
素地調整

120

140

200

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

中塗り

下塗り2

 　　6.既設塗装歴が塗替えで除去される場合は移設すること。

　　 2.塗膜中には、鉛、クロムが含まれる。

　　 4.素地調整で除去した塗膜片は規定された溶出試験を行い、（特別管理）産業廃棄物としての区分

　 　3.素地調整の際には、有害物に対する適切な足場養生を行うこと。また作業員の保護具も化学防護服、

　 　　などの有害物に対して適切なものを使用すること。

　 　　を確認し、運搬ならびに処分に際しては資格のある処分場等で適切に処分を行うこと。

　 　5.除去後の塗膜片、および除去作業で使用した足場養生材、作業保護具等は適切に管理及び処分を行うこと。

注1) 1.施工に先立ち現地調査を行い、図面との整合性を確認すること。

200

注1）施工に先立ち現地調査を行い、図面との整合性を確認すること。

注2）施工前に埋設物の有無について関係機関に確認を取ること。

注3）施工の際には添架物に十分注意すること。

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗
下塗り1 (鋼材露出部のみ)

面取り

面取り

N=8箇所

斜材断面H斜材、主構断面□

N=4箇所

面取り概要図

N=6箇所

縦桁・横桁

a部

a部

150 桁長66680 130 第4径間　桁長　66655 100

150 桁長66680 130 第4径間　桁長　66655 100

1
40
0

3
20
0

1
40
0

6
00
0

施工範囲　57495

床組　縦桁

横桁 横構

中間横桁

施工範囲　57495施工済み　9160

施工済み　9160

主構 斜材

床組主構

3200

450 4600 450

5500

1400 1400

6000

35
0

6
94
0

30
9

75
99

75
0

40
0

3
5

72
0

94
550

140

15
0

面取り

面取り

R=2mm以上面取り

面取り

面取り
2mm以上

主桁



会社名

四万十市
西土佐総合支所 番号

図面

縮尺

市道口屋内宇和島線

四 万 十 市

四万十市 西土佐口屋内 地内

事務所名

設計種別

工事箇所

路 線 名

図面名称

工事番号
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令和6年度 道メンテ 第1-17-1号
市道口屋内宇和島線（口屋内大橋）橋梁修繕工事（繰越）

実施設計図

口屋内大橋　補修図（その2）
（第4径間　塗替塗装工部材寸法図）

1.11%

A2P3

第4径間 平面図（トラス上部）

⑤ ④

第4径間 側面図

第4径間 平面図（桁下面）

A2P3

A2P3

CT-200x190

N=2

N=7

[-125x65 N=21

CT-118x178

側面図（防護柵）

S=1:200

S=1:200

S=1:200

S=1:200

CAD計測 A=0.781m2

CAD計測 A=0.756m2

③③③
③

③ ④
④

④ ④ ④
②

①

CAD計測 A=0.143m2

1面当たりN=7x2=14

横構平均長さ
 (4.282+4.284+4.238+4.235)/4＝4.260m

口屋内大橋 補修図(その2)

3

図示
cL cL

7x2=14箇所

中間横桁床組　縦桁

上部工断面図 S=1:50

CAD計測より

トラス上部　横桁 トラス上部　橋門 断面図 横桁

防護柵

支柱 端部

A拡大図

14
00

32
0
0

1
4
00

60
0
0

7941 1042 7288 930 930 7343 930 7324 930 7340 930 7341 930 7277

920 7185 960 7310 960 7315 960 7290 960 7290 960 7315 960 7310 960 7135 920

桁長66655

G.S.P③

4
2
0

178

2
8
0

800

115

1
6
5

G.S.P②

200

4
2
0

20
0

3
5
0

施工済み　9160

5
6
1
8

桁長66655

施工済み　9160 施工範囲　57495

桁長66655

施工済み　9160 施工範囲　57495

横構

床組　縦桁

横桁

中間横桁

40
0

400

横桁横構

40
0

4197

7340

130

7
5

5
05
0

6
7
5

第4径間桁長　66655

施工範囲57495

9571

施工済み　9160

主構 斜材

床組主構

A2端部G.P

A2端部G.P

867

6755

3
2
0

6
8
0

393

4
5
7

218

4
3
1

2
1
0

6
4
1

380
200

1
2
5

3
7
0

4
9
5

69
40

6950

69
40

6950

6940

69
50

69
50

6940

69
50

6940

6950

61
40

80
0

350

35
0

8285 56585

3
0
9

300

68
70

35
0

57143

245

35
0

35
0

30
0

250 35
0

施工範囲　52640 4850

138

87
26 91

2643
79

29
1

44
56

750

2
6
0

98

1
4
2

700

99

1
4
5

5
5
5

G.S.P④

4
2
0

17
8

180

G.S.P①

G.S.P②

6
0
5

971
4
7

255

280

3
9
5

140

1
1
5

G.S.P⑤

1
7
0
5

18
70

29
1

44
56

40
0

39
79

115

1
6
5

2
8
0

300 G.S.P①

42
35

42
82

42384284

@1800×31=55800 1100

38
00

1700
100

1700
100100

1700
900

5
5
0

350

トラス床組主構

トラス床組主構 中間G.P

300

23
0

20
0

上部トラス主構

3
0
9

中間G.P

床組　縦桁　V-Stiff

橋門

排水管

排水管 排水管 排水管

排水管排水管

450 4600 450

5500

15
0

114.3

1
4
5
0

450 4600 450

5500

15
0

9
9
2
7

9

9
4
5 90

200

10

V-Stiff

横桁

5618

9
4
5

9
7
0
2

9

7
2
0

220

90 90

3140

［125x65H-720x220
420

5618

3
3
0

170
4878 170

200 5218 200

214

2
0
0

180 6
1
3

横門工WEB　6.182m2

5634

2
1
5
8

51
3

1689

150

6
7
5

7
5

125

5
0

50
100

803
0
9

370

トラス床組主構

350

トラス斜材

上部トラス主構

3
0
9

370

420

10
99

排水管

1
3
0

6
8
3

250

V-Stiff

100

6
7
5

7
5

125

100

5
0

5
0

50

125

4
7
5
7
5

5
5
0

5
0

420

A

35
0

23
0

20
0

220

200

施行済



会社名

四万十市
西土佐総合支所 番号

図面

縮尺

市道口屋内宇和島線

四 万 十 市

四万十市 西土佐口屋内 地内

事務所名

設計種別

工事箇所

路 線 名

図面名称

工事番号
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令和6年度 道メンテ 第1-2-1号
市道口屋内宇和島線（口屋内大橋）橋梁修繕工事（繰越）

実施設計図

（第4径間 トラス部）

P3 A2

トラス側面

下

上

トラス側面

下

上

トラス上部

下流側

上流側

1　ボルト設置工

N=1本

2　ボルト設置工

N=2本

3　ボルト設置工

N=1本

4　ボルト設置工

N=1本5　ボルト設置工

N=1本

番号

凡例

補 修 内 容

ボルト設置工

（ボルト設置工）

注記）ボルト設置にあたっては、必要長調査を行い取り付け部調整の上設置のこと。

口屋内大橋　補修図（その3） S=1:100

4

口屋内大橋 補修図(その3) 1:100

ボルトの欠落

ボルトの欠落

ボルト欠落概念図

トラス主構上弦材添接部

トラス主構格点部

ボルト設置工

S=1:50

ボルトの設置

ボルト設置図 S=1:20

注記）ボルト設置にあたっては、必要長調査を行い取り付け部調整の上設置のこと。

M22(S10T)

既設ボルト

M22(F-11T)

第4径間　桁長　66655

施工範囲　57495施工済み　9160



会社名

四万十市
西土佐総合支所 番号

図面

縮尺

市道口屋内宇和島線

四 万 十 市

四万十市 西土佐口屋内 地内

事務所名

設計種別

工事箇所

路 線 名

図面名称

工事番号
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令和6年度 道メンテ 第1-2-1号
市道口屋内宇和島線（口屋内大橋）橋梁修繕工事（繰越）

実施設計図

口屋内大橋　補修図（その4）
（第4径間 桁下面）

（水切り設置工）

注1）施工に先立ち現地調査を行い、図面との整合性を確認すること。

注2）施工前に埋設物の有無について関係機関に確認を取ること。

注3）施工の際には添架物に十分注意すること。

口屋内大橋 補修図(その4)

5

図示

平面図（4径間）S=1:100

桁下面

P3 A2

水切り設置工

L=8.05m

水切り設置工

L=8.05m

水切り設置工

L=8.05m

水切り設置工

L=8.05m

水切り設置工

L=8.05m

水切り設置工

L=8.05m

水切り設置工

L=8.05m

水切り設置工

L=8.05m

水切り設置工

L=8.05m

水切り設置工

L=8.05m

水切り設置工

L=8.05m

水切り設置工

L=8.05m

c L

水切り設置工

L=8.05m

水切り設置工

L=8.05m

施工済み

施工済み

cL

上部工断面図 S=1:50

Co舗装

支点部 中間部

水切り設置工 水切り設置工

Bt1 Bt2St1 St2

水切り(アイドリップ同等品)

専用接着剤

水切り設置工 S=1:4

10
41

2
9
98

1
0
41

245 8050 8050 8050 8050 8050 8050 8050 8050 210

第4径間　桁長　66655

施工済み　9160 施工範囲　57495

3200

450 4600 450

5500

1400 1400

6000

75
0

40
0

35

7
2
0

94
5

5
0

140

15
0

25

100



会社名

四万十市
西土佐総合支所 番号

図面

縮尺

市道口屋内宇和島線

四 万 十 市

四万十市 西土佐口屋内 地内

事務所名

設計種別

工事箇所

路 線 名

図面名称

工事番号

　　　　

8

令和6年度 道メンテ 第1-2-1号
市道口屋内宇和島線（口屋内大橋）橋梁修繕工事（繰越）

実施設計図

口屋内大橋　補修図（その5）

流
向P3 A2

cL

（ひび割れ補修工）

3
4 5 6

7 8 9 10
11

12 13 14 15 16

35 36

38

37

39

40

41

43

44

45

49

50

52
54

55

56
57

58

59

60

61

62

63

64

67

69

71

72

70

68

66

75 76 77

79

80 81
82

83
84 85

86 87 88 89

90

1

【補修方法：ひび割れ注入工法】

上部工(第4径間) 桁下面

数量表

【補修方法：Uカット充填工法】

番号

凡例

補 修 内 容

ひび割れ補修工（低圧注入工法）

表示

ひび割れ補修工（Uカット充填工法）

注1）施工に先立ち現地調査を行い、図面との整合性を確認すること。

注2）施工前に埋設物の有無について関係機関に確認を取ること。

注3）施工の際には添架物に十分注意すること。

78

46

42
47

53

51

48

65

(エポキシ樹脂注入材)

ゴム加圧式器具

シール材

取付パイプ

前　　工　　程

低圧注入工法 施工フロー

注入パイプセット

ひびわれ面シール

注　入

パイプ撤去

シール材撤去

後　　工　　程

U-カット

ひびわれ

可撓性エポキシ樹脂

ひび割れ補修工詳細図

（ひび割れ幅0.2mm以上1.0mm未満）

Uカット充填工法

（ひび割れ幅1.0mm以上5.0mm以下、遊離石灰を伴うひび割れ）

低圧注入工法

口屋内大橋 補修図(その5)

6

1:100

S=1:100

1

2

3

4

5

6

0.20 1.00 6

7

0.20 0.80 3

8

0.20 1.00 3

9

0.20 1.00 8

10

0.20 1.00 7

11

0.20 1.00 7

12

0.20 1.00 2

13

0.20 1.00 3

14

0.20 1.00 3

15

0.20 1.00 1

16

0.20 1.00 5

17

0.20 1.00 2

18

0.20 1.00 3

19

0.20 0.70 1

20

0.20 0.80 2

21

0.25 0.80 1

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

0.20 1.40 2

42

0.20 2.00 1

43

0.20 0.60 2

44

0.20 1.10 1

45

0.20 0.40 2

46

0.20 1.70 1

47

0.20 3.00 1

48

0.20 0.50 1

49

0.20 0.50 2

50

0.20 1.10 2

51

0.20 0.90 1

52

0.20 2.00 1

53

0.20 3.00 2

54

0.20 1.20 2

55

0.20 1.00 1

56

0.20 3.00 2

57

0.20 1.00 1

58

0.20 2.50 1

59

0.20 1.00 2

60

0.20 0.80 2

0.20 3.00 1

0.20 0.80 1

0.20 1.90 1

0.20 1.10 2

0.20 3.00 3

0.20 0.60 2

0.20 1.00 1

0.20 1.20 1

0.20 1.80 1

0.20 3.00 3

0.20 0.90 1

0.20 3.00 3

0.20 1.00 2

0.20 0.90 2

0.20 0.60 1

0.20 1.50 2

0.20 0.80 1

0.20 3.00 1

0.20 1.80 1

0.20 1.80 1

0.20 1.20 1

0.20 0.80 1

0.20 1.00 1

0.20 0.40 1

0.20 0.60 1

0.20 0.45 1

0.20 0.80 1

0.20 2.00 1

0.20 0.60 3

0.20 1.05 1

0.20 0.50 1

0.20 1.10 1

0.20 0.75 1

0.20 1.50 1

0.20 0.90 1

0.20 1.10 1

0.20 1.00 3

0.20 1.00 6

0.20 1.00 6

0.20 1.00 6

0.20 1.00 6

0.20 1.00 4

0.20 0.40 1

0.20 1.00 1

0.20 1.00 2

0.20 1.00 5

0.20 1.00 1

0.20 1.00 5

0.20 1.00 4

0.20 1.00 1

0.35 0.85 1

0.20 0.80 1

0.20 0.85 1

0.20 0.40 1

(mm)

幅
番号

(m)

長さ
備　考箇所

(mm)

幅
番号

(m)

長さ
備　考箇所

(mm)

幅
番号

(m)

長さ
備　考箇所

1 0.60 1

番号
(m)

長さ
備　考箇所

(mm)

幅

－

222.25 m合　計

0.60 m合　計

1
217

18

19

20

21
22

23

24

25 26

27 28

30

31

32

33

34

73 7429

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

平面図（4径間）S=1:100

桁下面

（第4径間 桁下面）

1
0

15

第4径間　桁長　66655

施工済み　9160 施工範囲　57495



会社名

四万十市
西土佐総合支所 番号

図面

縮尺

市道口屋内宇和島線

四 万 十 市

四万十市 西土佐口屋内 地内

事務所名

設計種別

工事箇所

路 線 名

図面名称

工事番号

　　　　

8

令和6年度 道メンテ 第1-2-1号
市道口屋内宇和島線（口屋内大橋）橋梁修繕工事（繰越）

実施設計図

口屋内大橋　補修図（その6）

流
向

P3 A2

（断面修復工）

1　断面修復工

800×200

2　断面修復工

1200×500

3　断面修復工

600×300

4　断面修復工

800×800

5　断面修復工

700×600

6　断面修復工

400×700

8　断面修復工

1000×400

7　断面修復工

2000×700

11　断面修復工

650×1300

12　断面修復工

600×1200

13　断面修復工

1200×1800

14　断面修復工

600×300

17　断面修復工

1200×800

18　断面修復工

1800×1500

15　断面修復工

300×800

16　断面修復工

1000×1200

29　断面修復工

2650×1800

20　断面修復工

3000×3000

21　断面修復工

250×350

23　断面修復工

2100×50

24　断面修復工

300×300

22　断面修復工

1200×950

9　断面修復工

400x100

10　断面修復工

100x100

25　断面修復工

800x100

26　断面修復工

100×100

27　断面修復工

300×400

28　断面修復工

1800×700

29　断面修復工

300×200

30　断面修復工

50×50

31　断面修復工

50×100

【補修方法：断面修復工】

上部工(第4径間) 桁下面

数量表

番号 補 修 内 容

断面修復工（左官工法）

表示

凡例

注1)脆弱部の厚さを50mmとする。

注2)鉄筋までハツリ出しすること。

注3)鉄筋腐食が確認された際は、鉄筋の

　  裏側まではつり防錆処理を施すこと。

・コンクリートの脆弱部

・鉄筋表面の錆び落とし

・鉄筋防錆剤の塗布

・プライマーの塗布

  (うき)の除去

平
均
補
修

深
さ

断面修復工詳細図

鉄筋の除錆

鉄筋の防錆処理

プライマー塗布

断面修復(左官工法)

後　　工　　程

前　　工　　程

断面修復工 施工フロー

コンクリート剥落部

現　状

既設部コンクリート

カッター工

露出鉄筋

防錆処理

断面修復材

下地処理

補 修 要 領

露出鉄筋

プライマー塗布

ポリマーセメントモルタル

脆弱部の除去

　による断面修復

・ポリマーセメントモルタル

注1）施工に先立ち現地調査を行い、図面との整合性を確認すること。

注2）施工前に埋設物の有無について関係機関に確認を取ること。

注3）施工の際には添架物に十分注意すること。

断面修復工

cL

口屋内大橋 補修図(その6)

7

1:100

S=1:100

1

2

0.80 X 0.20 X 0.050 1 0.160 0.0080 

3

1.20 X 0.50 X 0.050 1 0.600 0.0300 

4

0.60 X 0.30 X 0.050 1 0.180 0.0090 

5

0.80 X 0.80 X 0.050 1 0.640 0.0320 

6

0.70 X 0.60 X 0.050 1 0.420 0.0210 

7

0.40 X 0.70 X 0.050 1 0.280 0.0140 

8

2.00 X 0.70 X 0.050 1 1.400 0.0700 

9

1.00 X 0.40 X 0.050 1 0.400 0.0200 

10

11

12

13

14

0.40 X 0.10 X 0.050 1 0.040 0.0020 

15

0.10 X 0.10 X 0.050 1 0.010 0.0005 

16

0.65 X 1.30 X 0.050 1 0.845 0.0423 

17

0.60 X 1.20 X 0.050 1 0.720 0.0360 

18

1.20 X 1.80 X 0.050 1 2.160 0.1080 

19

0.60 X 0.30 X 0.050 1 0.180 0.0090 

20

0.30 X 0.80 X 0.050 1 0.240 0.0120 

21

1.00 X 1.20 X 0.050 1 1.200 0.0600 

22

1.20 X 0.80 X 0.050 1 0.960 0.0480 

23

1.80 X 1.50 X 0.050 1 2.700 0.1350 

24

2.65 X 1.80 X 0.050 1 4.770 0.2385 

25

3.00 X 3.00 X 0.050 1 9.000 0.4500 

26

0.25 X 0.35 X 0.050 1 0.088 0.0044 

27

1.20 X 0.95 X 0.050 1 1.140 0.0570 

28

2.10 X 0.05 X 0.050 1 0.105 0.0053 

29

0.30 X 0.30 X 0.050 1 0.090 0.0045 

30

31

0.80 X 0.10 X 0.050 1 0.080 0.0040 

0.10 X 0.10 X 0.050 1 0.010 0.0005 

0.30 X 0.40 X 0.050 1 0.120 0.0060 

1.80 X 0.70 X 0.050 1 1.260 0.0630 

0.30 X 0.20 X 0.050 1 0.060 0.0030 

0.05 X 0.05 X 0.050 1 0.003 0.0002 

0.05 X 0.10 X 0.050 1 0.005 0.0003 

備　考
(m2)

面積寸法(1箇所あたり)(m)
番号

(m3)

体積

深さx長さx幅
箇所

合　　計 29.866 1.494

平面図（4径間）S=1:100

桁下面

（第4径間 桁下面）

2
0
mm
程
度

5
0
mm
程
度

第4径間　桁長　66655

施工済み　9160 施工範囲　57495



口屋内大橋　仮設計画図(参考図)

P3

P2

（第4径間）

側面図 S=1:200

平面図 S=1:200

桁下面

P3

1.11%

A2

橋長226075

組足場

P2

A2

橋長226075

施工時足場参考図 S=1:100

UP

UP

UPUP

U P

U P

UPUP

ころばし

足場板

くさび足場建地

昇降設備

板張り防護+シート張り防護

おやご

ころばし

吊りチェーン

足場板

おやご

板張り防護+シート張り防護

吊り足場

吊り足場

組足場

養生シート

養生シート

口屋内大橋 仮設計画図(参考図)

8

図示

会社名

四万十市
西土佐総合支所 番号

図面

縮尺

市道口屋内宇和島線

四 万 十 市

四万十市 西土佐口屋内 地内

事務所名

設計種別

工事箇所

路 線 名

図面名称

工事番号

8

実施設計図

令和6年度 道メンテ 第1-2-1号
市道口屋内宇和島線（口屋内大橋）橋梁修繕工事（繰越）

130

吊り足場

吊り足場

吊り足場

100

14
00

3
2
00

1
4
00

6
0
00

桁下面吊り足場57400

第3径間　桁長　66680 第4径間　桁長　66655

100第3径間　桁長　66680 第4径間　桁長　66655

施工済み　9160 施工範囲　57495

施工済み　9160 施工範囲　57495

130

桁下面吊り足場57400

1005

トラス部吊り足場55800

1200

1200

トラス部組足場58600

57595

6
9
5
0

9
1
0
0

トラス部組足場58600

9
0
0
0

3660

49
0
0

4000

5
00
0

8580

9000

19
50

9
1
00

6
80
0

9
00

1
3
80

6
9
5
0


